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序　　　　文

　林・藤島遺跡泉田地区は道路改良工事に先立ち福井市泉田町で平成８年度から15年度

まで８年間に渡って発掘調査された遺跡です。

　林・藤島遺跡は縄文時代から中世にいたる大規模な集落群で、昭和35年に明治大学が

林地区で調査を実施して以来、弥生時代後期から古墳時代初頭の良好な遺跡として知ら

れてきました。

　泉田地区での発掘調査によって、弥生時代後期に営まれた多くの住居跡や大規模な玉

作工房、当時まだ貴重品であった鉄製品が大量に発見され、北陸でも有数の弥生時代集

落遺跡であり、学術的にも重要な遺跡であることが判りました。また、福井県では２例

目となり最大規模の古墳時代の水田跡が確認され、古くから穀倉地帯であることも証明

されました。

　林・藤島遺跡は保存状態が良く、今回調査した箇所の周辺部にも貴重な遺跡が残って

いる可能性が極めて高いと言えます。今後はその保存にも力を入れていく必要があるこ

とはいうまでもありません。

　最後になりましたが、発掘調査から刊行にいたるまで、関係機関をはじめ、地元の皆

様から多大なご協力・ご支援を賜りましたことを、深く感謝いたします。

　　
　　平成21年3月

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福井県教育庁埋蔵文化財調査センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  所　長　吉　岡　泰　英



例　　　　言

１　本書は、福井県教育庁埋蔵文化財調査センターが県道大畑松岡線道路改良工事事業に伴い、平成８年度から15

年度にかけて実施した林・藤島遺跡泉田地区（福井県福井市泉田町所在）の発掘調査報告書である。

２　林・藤島遺跡泉田地区の発掘調査は、福井土木事務所の依頼を受けて福井県教育庁埋蔵文化財調査センターが

実施し、主査（のち主任）冨山正明、嘱託職員（のち文化財調査員）野路昌嗣、嘱託職員（のち文化財調査員）

坪田聡子（平成８年度）、嘱託職員西島伸彦（平成９年度〜平成10年度）、嘱託職員廣島秀俊（平成９年度〜平成

10年）、嘱託職員奥村牧弘（平成11年度〜平成15年度）が担当した。

３　発掘調査は、平成８年５月６日から平成15年12月19日まで実施した。出土遺物の整理作業、平成９年４月１日

から平成20年12月まで、福井県埋蔵文化財調査センターにて実施した。

４　本書の編集は冨山があたり、野路、主査山本孝一、嘱託職員山口充が分担して執筆した。なお、執筆の分担は

以下の通りである。

　冨山：第１章〜第４章、第５章第４節、第６章第１節、第３節、野路：第５章第１〜３節、第６〜８節、第６章

第２節、山本：第５章第９節、山口：第５章第５節

５　林・藤島遺跡に関するこれまでの成果発表のうち、本書と齟齬がある場合は、本書をもって訂正したものと了

解されたい。

６　検出遺構のトレース図化は株式会社セビアス、出土遺物のトレース図化は株式会社イビソク、株式会社国際航

業、株式会社セビアス、株式会社アルカに委託して主として実施し、他は福井県教育庁埋蔵文化財調査センター

にて実施した。写真撮影は、遺構は冨山が、遺物は主任鈴木篤英が行った。

７　遺構全体図は、株式会社イビソク、株式会社アジア航測に委託して作製した。

８　遺物実測図と写真図版などの遺物番号は符号する。写真縮尺は不同である。

９　本書における水平レベルの表示は、海抜高（ｍ）を示し、方位は真北を用いた。

10　本書に掲載した遺物と調査に際して作製した図面・写真は、一括して福井県教育庁埋蔵文化財調査センターに

保管してある。

凡　　　　例

１　本書で用いた遺構番号は、以下のとおりである。

　　　上層（中世）　　　掘立柱建物：SB01〜、土坑：SK01〜、溝・溝状遺構：SD01〜、井戸：SE01〜、ピット：

　　　　　　　　　　 グリッド番号SP01〜（例A10SP01）

　　　下層（弥生・古墳）住居跡：SI01〜、掘立柱建物：SB101〜、土坑SK5001〜、溝・溝状遺構：SD1001〜、井戸：

　　　　　　　　　　  SE101〜、不明遺構：SX01〜、ピット：グリッド番号SP101〜（例A５SP101）

２　管玉未成品の観察表内分類と勾玉計測値の略称は下記の通りである。

Aa

Ab

Ba

Bb

C管玉側面調整
の分類

勾玉計測
凡例

B
C

A

E

D
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第１章　調査に至る経緯および経過

　第１節　調査に至る経緯
　林・藤島遺跡は、林城や超勝寺を中心に中世に発達した地で、平泉寺の荘園、藤島荘に比定される地

域である。また、林町西側の水田で1958年（昭和35年12月）に明治大学により実施された調査の結果、

弥生時代〜古墳時代前期の遺物が多量に出土し、林遺跡と名付けられこの時期の福井県を代表する集落

遺跡として知られるようになった。その後、明治大学の調査地点の北側で、関西大学により発掘調査が

行われ、縄文時代晩期の遺物群も検出されている。過去２回の発掘調査では遺構は検出されず、遺跡の

性格までは把握できるには至らなかった。1988年（昭和63年）に福井県教育委員会が実施した県内詳細

遺跡分布調査により、遺跡の範囲は東西約1.5㎞、南北約２㎞に拡がることが確認され、平成４年度刊

行「福井県遺跡地図」には林・藤島遺跡として登録された。

　周辺は、福井市東部に広がる静かな田園地帯であるが、1980年（昭和55年）に松岡町五領に福井医科

大学が、1992年（平成４年）に福井県立大学が開学し、松岡町側の道路が整備されたことに伴って勝山

方面および丸岡方面のバイパスとしての利用が増加し、特に朝のラッシュ時の北野上地区周辺の混雑が

激しくなった。そのため、北野上および泉田集落内を通っていた県道大畑松岡線の北野上集落内の道路

幅拡大と共に、福松大橋から林町に至るバイパス工事が計画された。

　平成５年４月19日に、福井土木事務所と文化課で協議が行われ、予定地がすべて周知の埋蔵文化財包

蔵地「林・藤島遺跡」に掛かることから、全域に渡って試掘調査を実施する旨確認がなされた。用地買

収が終了した北野上から中ノ郷地区について、平成５年９月24日付け福土第2427号で埋蔵文化財調査セ

ンターへ試掘依頼が提出され、平成５年10月12日に試掘調査を実施した結果、この範囲での埋蔵文化財

の存在は確認されなかった。引き続き、用地買収が終了した泉田地区について、平成６年10月12日付け

福土第2424号で提出された依頼に基づいて、平成６年12月12・13日に試掘調査を実施した。その結果、

全域に渡って、弥生時代と中世の遺構面が良好な状態で遺されていることが判明し、工事に先立って本

発掘調査が必要との回答を平成６年12月14日付け埋文第241号で福井土木事務所に提出した。

　第２節　調査の経過
　１．調査の経過
　道路幅14ｍに対し、掘削幅を両側に各１ｍ想定し、16ｍ幅、延長約815ｍを調査範囲として実施した。

予定地中央には農業用排水路があり、周辺の水田の排水がこの水路に集まる形になっていたので、水路

の切り回しを行う必要があった。協議の結果、道路南側溝を先行して完成させ、南の水田の排水を受け、

北側の排水は、仮設Ｕ字溝で受け、下流で中央水路に合流させる方法で対処することになった。そのた

め、南側を先行して調査する必要があったが、８ｍ幅で調査した場合、下層の弥生時代面が水路の底部

とほぼ同じ高さになるため、水路の切り替えまで調査の実施はできないことから、上層の中世面は16ｍ

幅で調査を実施し、下層は水路掘削幅３ｍのみを先行して調査して、残りの13ｍ分の包含層調査するの

と平行して水路を敷設し、水路を切り替えた後に全面調査を行う方法で進めることとなった。

　調査は、東側から順次進め、南北に横断する道路により区画された４ブロック単位での完了および引

き渡しを行い、道路建設と平行して調査を進める予定で開始した。工事の関係で、引き渡し時期は10月
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頃とされ、それをメドに調査を実施し、順次次の調査区へ着手する形で計画し進めることとなった。

　ところが、平成９年度に上層面と下層面の間の黄褐色砂質土層を除去している際、下層包含層の上面

で畦状の高まりと、直径10㎝程の円形の落ち込みを多数検出し、精査した結果、水田の畦畔と馬の蹄跡

であることが判明した。その結果、当初上下２面と考えていた遺構面は、合計３面存在することになっ

た。それにより、当初の計画通り調査を進めることが困難になったため、福井土木事務所と協議した結果、

３ブロック目と４ブロック目は半分に割り、合計６ブロックに分けて調査を実施することになり、第１

ブロックは平成８年度、第２ブロックは平成９〜10年度上期、第３・４ブロックは平成10年下期〜12年

度、第５・第６ブロックは平成13年度に実施する変更計画を土木に提示した。

　しかし、第３ブロック以西は、それまでの排土置き場が使えず、事務所プレハブの位置も遠くなるため、

新たにそれらの設置準備が必要で、第２ブロック終了後直ちに第３ブロックへ移ることができず、結局

平成10年度は、第２ブロックの調査を前半で終了後は、一旦現場作業を中断せざるをえず、再開は平成

11年３月となった。

　また、調査を進める中で第３・４ブロックは、中世の包含層が良好な状態で残っていた他、弥生時代

面では遺物量が多い上遺構密度も高く、さらに中央付近と西端部に遺物を多く含む当時の川跡が存在す

ることが判明した。特に中央付近の川（川４）は幅20ｍ深さ１ｍに及び、当初予定での調査完了は困難

となったため、再度協議行い期間を平成13年度上半期まで延長することで合意した。結果、第３・４ブ

ロックは平成11年度〜平成13年度、第５ブロックは平成14年度、第６ブロックは平成15年度に実施する

ことになった。

　ところが、この年に林・藤島遺跡北野上地区で県道舟橋松岡線改良工事に伴う発掘調査を同時並行で

　第１図　道路計画路線図と調査ブロック図（縮尺 1/7,500）
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実施する必要性が急浮上し、８月後半から冨山が北野上地区と掛け持ちすることになった上、４ブロッ

クの弥生時代の遺構遺物は予想をさらに上回り、上半期での引き渡しは困難となったため、福井土木と

協議した結果、４ブロックの東半分を先行して引き渡し、水路分の工事を着手し、同年12月までに残り

西半分を引き渡すことで工事との調整を付けることで合意した。

　平成13年度の遅れのため、第５ブロックは平成14年度３月から着手し同年10月まで実施した。なお、

冨山は10月22日〜12月まで、福井市二上町糞置遺跡調査のため現場を離れた。第６ブロックは、平成15

年４月から同年12月まで調査を実施し、すべての調査地区をようやく終了した。

　２．日誌抄
平成８年

　５月７日　調査区東側より現地調査開始。

　５月28日　上層遺構面ラジコンヘリによる空中写真測量実施。

　５月30日　南側溝分下層包含層調査着手。

　６月７日　Ｄ10区で緑色凝灰岩の集積検出。

　９月３日　南側溝分下層面のクレーンによる写真測量実施。県道東側。

　９月４日　残り下層面（Ａ〜Ｃ区）の包含層調査着手。

　９月６日　県道西側の写真測量実施。高所作業車使用。

　９月26日　Ａ・Ｂ３〜４区で礫群列検出。

　10月15日　礫群列付近の空中写真測量実施。

　10月23日　寒川旭氏来跡。礫群列が墳礫である可能性を指摘される。

　12月25日　年内の調査終了。冬季休止期間に入る。

平成９年

　３月３日　調査再開。

　５月１日　クレーンによる空中写真測量実施。

　５月16日　図面作成作業終了。Ａ〜Ｂ27区付近 層から縄文土器出土。

　５月19日　Ａ〜Ｂ区の 層縄文調査。谷地形を検出。遺物はそこへの流れ込みと判明。

　６月７日　県立盲学校生徒、見学。

　７月14日　31〜72区上層南半部調査開始。６箇所でトレンチ調査実施。

　８月21日　31〜72区上層南半部、ラジコンヘリによる写真測量実施。

　８月22日　31〜72区上層北半部、表土剥ぎ開始。

　８月25日　31〜72区下層南側溝部下層調査開始。

　９月５日　Ｃ・Ｄ74･75区南仮排水路部写真測量実施。

　９月９日　49区付近で、水田の畦畔と考えられる部分検出。

　９月10日　水田遺構検出作業開始。馬の蹄跡多数検出。

　９月12日　県道路建設課、福井土木事務所、文化課で調査期間延長について協議。

　９月24日　31〜72区上層北半部にも調査着手。

　10月８日　49〜72区水田面空中写真測量実施。

　10月22日　31〜72区南側溝部下層空中写真測量実施。

　10月29日　31〜72区北半部上層空中写真測量実施。

　10月30日　31〜72区Ａ〜Ｃ区水田面調査開始。
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　12月15日　Ａ74・75区水田面調査。

　12月22日　年内の調査終了。冬季休止期間に入る。

平成10年

　３月２日　調査再開。Ｃ31〜33区水田遺構調査。

　３月31日　63区川２の調査着手。

　５月７日　31〜72区水田面空中写真測量実施。全景写真撮影。

　５月19日　ＮＨＫ地元番組の取材。

　平成11年

　３月１日　調査再開。76〜82区南半部上層包含層調査。

　３月12日　76〜97区南半部空中写真測量実施。　

　４月６日　76〜97区南側溝部水田面空中写真測量実施。

　４月９日　76〜97区南側溝部下層調査着手。

　５月14日　76〜97区南側溝部下層空中写真測量実施。

　５月19日　76〜97区水田面調査着手。

　６月４日　98〜121区南半部上層調査着手。

　８月20日　76〜97区水田面および98〜121区上層面空中写真測量実施。

　８月25日　76〜97区下層調査着手。

　10月28日　83〜86区溝列空中写真測量実施。

平成12年

　１月６日　76〜97区下層空中写真測量実施。

　３月１日　調査再開。98〜121区南側溝部調査着手。

　７月18日　98〜121区南側溝部空中写真測量実施。98〜121北半部上層調査着手。

　８月７日　98〜121北半部上層空中写真測量実施。

　10月28日　98〜121水田面空中写真測量実施。

平成13年

　８月６日　北野上地区表土剥ぎ着手。以後12月18日まで併行して調査実施。

　11月12日　98〜106区下層空中写真測量実施。

　12月13日　107〜121区下層空中写真測量実施。

平成14年

　２月26日　123〜142区上層調査着手。

　５月９日　123〜142区水田面調査着手。

　６月20日　123〜142区水田面空中写真測量実施。

　10月11日　123〜142区下層空中写真測量実施。

平成15年

　５月18日　現地説明会実施。　

　６月４日　143〜154区水田面空中写真測量実施。

　10月29日　143〜154区下層空中写真測量実施。　

　11月14日　作業員作業終了。

　12月19日　現場撤収。終了。
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第２章　遺跡の地理的・歴史的環境

　第１節　地理的環境
　福井県は敦賀市東方に位置する木の芽山嶺を境にして、嶺北地方と嶺南地方に分けられる。嶺北地方

は、九頭竜川・日野川・足羽川という大河川で広大な沖積平野を形成しているのに対し、嶺南地方は海

と山地に挟まれた狭小な平地や小河川の河岸段丘から構成され、地形的な差異が顕著である。

　林・藤島遺跡のある嶺北地方は、加賀越前・越美・丹生の各山地に三方を囲まれて中央を越前中央山

地が南北に走る。丹生山地と加賀越前山地・越前中央山地に挟まれた形で形成されているのが福井平野

で、南北に長い沈降盆地である。この平野を貫くのが県内最大の河川、九頭竜川である。九頭竜川は、

白山山系の南側の岐阜県境付近を源流とし、山間部を縫うようにして西に流れる。大野盆地に出た後は

一旦北へ流れを変え、勝山を経て再び西に向かう。谷に河岸段丘を発達させ、永平寺町鳴鹿付近から

扇状地を発達させながら福井平野へ出る。福井市高屋町付近で冠山を源流とする日野川と合流後北へ流

れを変え、三国町で加越台地にぶつかって日本海へ出る。 九頭竜川が福井平野に作り出した扇状地は、

比高差が少なく、農業基盤整備が大規模に済んでいる関係で面影は薄れてはいるものの、県内最大の扇

状地となっている。扇頂部を永平寺町付近に持ち、扇端部は現国道８号線付近まで達する。現集落は、

扇状地に形成された自然堤防上に点在している。九頭竜川は上流の九頭竜ダムが完成するまでは度々氾

　第２図　周辺の地形（S＝1/25,000）
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濫し、大きな被害をもたらすと同時に大量の土砂を上流から運んだ。この土砂は、河川を埋め新たな地

形を生み出し、結果的に現在のなだらかな地形を形成している。泉田地区の調査で見られた中世遺構面

と古墳時代後期遺構面の間の厚い洪水砂（最大約50㎝）は、それを顕著に物語っている。一方、九頭竜

川から離れる南の原目山裾付近は、荒川による扇状地と重なり、上層の堆積物が薄く遺跡も拡がらない。

川筋は、堤防が整備されるまでは必ずしも一定せず、扇頂部付近からいくつかの支流に分かれていたよ

うである。泉田地区では、調査区を南北横断する弥生時代の河川が３本、古代の河川が１本、近現代の

河川１本検出されている。扇状地を流れる川は通常放射状に広がるが、この扇状地では比較的蛇行が大

きく、蛇行が作り出した微高地に弥生時代の集落は立地していた。北野上地区においても調査区東側で

近年まで流れていた川跡が確認され、この川により弥生時代の集落は削られていたが、古代・中世はこ

の川を意識していることから、このような川に接した場所に生活基盤が置かれていたことがわかる。ま

た、近年まで湧水地が扇状地中程多く存在し、現地表下約２ｍにある基盤の礫層上部まで達すると出水

するほど水位は高く、水が豊富であった。現在は上水道の汲み上げポンプ場が付近に建設されたため水

位が低くなり、現在では湧水地の大半が姿を消している。水はけが良く、水源に近接することから現在

でも付近一帯の水田は良田として知られ、古くから生産力が高い地域であったことが地形からも裏付け

される。

　北野上地区は林・藤島遺跡範囲の北東端に位置し、標高は約19ｍを測る。現九頭竜川から南へ僅か約

150ｍしか離れていない場所で、氾濫の影響を直に受けた場所といえる。しかし、上層では砂の堆積が

多く見られるが、下層では黒褐色粘質土が安定して堆積していることから、弥生時代〜古墳時代では、

川の氾濫の影響が少なかったと考えられ、九頭竜川本流は現在より少し北側を流れていた可能性が高い。

　第２節　歴史的環境
　先土器時代　九頭竜川は水運交通での役割は大きく、歴史的にも大きな影響を持っていた。先土器時

代の遺跡も大半がこの沿岸にある。上流の勝山市猪口南幅遺跡は河岸段丘上にあり、古代の遺跡の下層

から安山岩製のナイフ形石器、珪質岩製削器１点、彫器１点など製品とそれに近い石器のみが出土して

いる。河口の海岸段丘上には三国町西下向遺跡があり、安山岩製の横長剥片製作に係わる遺物が集中的

に出土している。近辺では、永平寺町高橋で安山岩製のナイフ形石器が１点表採されている他、吉野堺

大明地遺跡では、珪質岩製のナイフ型石器が１点出土している。

　縄文時代　縄文時代草創期の遺物としては、永平寺町鳴鹿山鹿遺跡でデポされた状態で発見された有

茎尖頭器が有名である。勝山市平泉寺町で局部磨製石斧と槍先形尖頭器が離れた地点で各１点出土して

いる。また、永平寺町諏訪間興行寺遺跡で有茎尖頭器や安山岩剥片、縄文土器が出土している。吉野堺

桑下遺跡では、近接した場所から有茎尖頭器２点が出土している。

　後期では、永平寺町鳴鹿手島遺跡がある。扇状地の頂部に位置する九頭竜川右岸段丘上に立地し、後

期前半の集落の一部が検出されている。

　晩期では、永平寺町志比谷にある成仏・木原町遺跡で、晩期の墓域を主体とした集落遺跡が検出され

ている。土器棺が38基、石組墓１基、配石９基、土坑109基、住居４棟などを検出し、永平寺川によっ

て形成された舌状の微高地が志比谷内に埋もれており、その上に集落が営まれていたことを示す資料と

して貴重なものといえる。また、東北地方日本海側で多く見られ、上越から信州、関東にその分布域が

みられる石組墓が福井で見つかったことは、その文化の流れが日本海伝いに南下していたことを示すも
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のとして注目に値する。永平寺町轟（どめき）の轟遺跡は、本格的な調査はされていないが、表採資料

などから判断して良好な後期から晩期の集落遺跡であるといえる。林・藤島遺跡の西端に位置する旧林

遺跡では、表採によって多くの石鏃と供に安山岩やチャートのフレイクが多量に採集されている。その

量から考えて、石器製作遺跡である可能性が高い。

　弥生時代　林・藤島遺跡の上流約１Kmに環濠集落と考えられる室遺跡がある。Ｖ字状の濠の西側を

中心に竪穴住居、掘立柱建物群が検出されている。遺跡の南に位置する原目山には、64基で構成される

弥生時代後期から古墳時代前期の墳墓群があり。昭和41年（1966年）には明治大学と福井考古学研究会が、

昭和45年（1970年）には福井市教育委員会、昭和46年（1971年）には福井県教育委員会によってそれぞ

れ調査が実施され、昭和41年の調査では５基のうちⅠ号墓から323点の管玉がまとまって出土したこと

で注目された。また、下流側約２ｋｍには高柳遺跡は、四隅突出型墓１基を含む方形周溝墓群が、松岡

町松岡古墳群の西裾に当たる南春日山墳墓群からは同時期の四隅突出墓１基、方形周溝墓３基が検出さ

れている。これらの遺跡は、林・藤島遺跡より後出する時期に位置付けられ、同時期のものではないも

のの、地理的にも時期的にも何らかの関係があった可能性が高いと考えられる。

　古墳時代　九頭竜川が平野に開くこの場所は、古墳時代前期に大首長墓が造られたことでも重要であ

る。松岡古墳群の手繰ヶ城山古墳は全長128ｍの前方後円墳で、４世紀末〜５世紀初頭に造営されたと

考えられている。対岸の六呂瀬山古墳群には全長140ｍの前方後円墳があり、埴輪列と葺石が確認され

ている。これらの山頂部は、福井平野から見通せる場所にあり、首長墓の立地としての条件が整っている。

これらと直接関係がある集落がどこに当たるのかは特定できないが、林・藤島遺跡を初め、九頭竜川沿

いの扇状地、自然堤防上には古墳時代前期の集落や遺物散布地が広く分布しており、周辺にかなりの人

口が集中していたことは間違いない。後期で特筆すべき遺跡が現状では発見されていないものの、泉田

地区で検出された水田跡が示すようにこの付近一帯が水田地帯で、大きな生産基盤があったことは明ら

かで、近辺に集落跡が存在している可能性は高いが、その位置の特定は出来ていない。

　古代　泉田地区周辺の扇状地上では、遺物の集中する散布地や集落は希薄であるが、南西側の松岡吉

野地区には古代の集落が発見されている。吉野堺大明地遺跡は、中部縦貫自動車道関連の調査で、掘立

柱建物、竪穴住居、井戸の他、土馬が出土した。また、さらに吉野谷の奥に入った猪谷田畑遺跡や上吉

野法善田遺跡でもまとまった古代の集落が検出されており、後者では墨書土器も多数出土している。２

つの遺跡の中間に位置する湯谷砂田遺跡でも二次的に堆積した土層中から多量の須恵器や土師器が出土

しており、狭いながらも吉野谷に多くの集落が展開していたことが分かりつつある。

　泉田地区の土層を見ると、この時期は洪水砂がかなり堆積しており、水害が多発していた可能性が高

い。集落は川沿いには展開できず、水害などの影響を受けにくい山側に集中していたことを物語ってい

ると言えそうである。

　中世　中世に入ると、再び林・藤島遺跡全体に集落が広がる。付近一帯は、藤島荘としては平泉寺の

荘園として知られ、林城や藤島城といった館を中心に発展した。中世の道路として頻繁に利用された朝

倉街道もここを南北に貫き、北野上地区には渡しが設けられていた。
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　１．林・藤島遺跡（縄文〜古墳、平安、中世）、２．高柳遺跡（縄文〜古墳）、３．藤島城跡（館跡、中世）、

４林城跡（館跡、中世）、５．大和田遺跡（散布地、）、６．室遺跡（集落、弥生）、７．吉野堺桑下遺跡（集落、

縄文・古代）、８．吉野堺大明地遺跡（集落、旧石器・縄文・古代）、9．原目山墳墓群（墳墓・古墳、弥生・古墳）、

10．松岡古墳群（古墳・墳墓、弥生・古墳）　11．葵遺跡（集落、弥生）、12．諏訪間興行寺遺跡（寺跡、中世）、

13．鳴鹿手島遺跡（集落、縄文）、14．東古市縄手遺跡（集落、縄文・弥生・古代）、15．袖高林遺跡（墳墓・古墳、

弥生・古墳）、16．猪谷田畑遺跡（集落、古代）、17．高柳下安田遺跡（集落、弥生）、18．上安田向田遺跡（集落、

弥生・古墳）、19．河合寄安遺跡（集落、古墳）、20．諏訪間窯跡群（窯跡、古墳）、21．成仏木原町遺跡（集落、

縄文）、22．京善藤谷口遺跡（集落、古代）、23．六呂瀬山古墳群（古墳、古墳）、24．重立山古墳群（古墳、古墳）、

25．坂下古墳群（古墳、古墳）、26．石盛遺跡（散布地、古代）、27．開発遺跡（散布地、弥生〜中世）、28．丸

山古墳（古墳、古墳）、29．丸岡古墳群（古墳、古墳）、30．泰遠寺山古墳（古墳、古墳）、31．稲荷山古墳（古墳、

古墳）、32．湯谷遺跡（散布、古代）

　第３図　周辺の主要遺跡（S＝1/60,000）
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第３章　遺跡の概要

　第１節　遺跡の概要
　本遺跡は、下層から縄文時代晩期、弥生時代後期・古墳時代前期、古墳時代、中世（主として鎌倉時

代13世紀）の複合遺跡である。以下、各時期別にその概要を述べる。

　１　縄文時代　
　土器棺が２基と打製石斧が埋納された小ピットの他は、遺構やそれに伴うような明確なものは無く、

部分的な遺物の塊として出土した場合が大半である。弥生時代の遺構確認面の直上や一部その中に含ま

れていた。分布状況としては、１ブロックの西側、２ブロックの中間、３ブロックの中央付近、６ブロ

ックにやや多く見られ、６ブロックで土器棺が出土している。１ブロックでは、遺構確認面（Ⅹ層）内

から出土するものが多く見られたが、遺構等の発見には至らなかった。３ブロックは、谷状の落ち込み

内下層に、石器等と共に、土器が比較的まとまって出土している。

　２　弥生時代　
　この時期は本遺跡の中心を占めており、遺構の大半はこの時期の所産である。遺構の分布域と特徴か

ら、３地区に分けられ、それぞれ東地区、中地区、西地区とした。これらは、当時の川によって区切ら

れ、川が作った南北に延びると考えられる微高地を利用して営まれていた。

　東地区は、１・２ブロックにほぼ一致する東端から73区付近の市道まで、中地区は３・４ブロックに

ほぼ一致する市道から122区付近の市道まで、西地区は５．６ブロックにほぼ一致する市道から西端まで

の地区である。

　東地区　東地区は東端に弥生時代の川（川１）が入り、西に古代の川（川２）と現代の川（川３）に

挟まれた地区である。川３は現代（基盤整備前まで）の川であるが、遺物等から近世まで遡ることは確

実で、さらに古くからある可能性もある。集落はこの川に向かって徐々に希薄となっていて、川３から

市道付近は礫層が高く盛り上がっていて、遺構はほとんどなく、遺物量も極めて少ない。このことから、

川３付近は集落の境界として、何らかの自然的制約があったと考えられる。集落の特徴としても強い地

区である。特に１ブロック地区では、玉作り関連遺物と鉄製品がまとまって出土した。玉作関連遺物は、

東地区に広く見られたが、１ブロックに集中しており、大半がこの地区から出土している。鉄製品も同

様の分布域を示しており、この付近が工房として利用されていたことを如実に物語る。鉄製品の大半は、

玉作工具と考えられる、穿孔具や剥離調整用棒状工具と考えられる、微細な棒状製品である。しかし、

鏃や刀子、袋状鉄斧、ヤリガンナ、鎌など、その他の道具や工具も多く見られ、同時期の遺跡の中、少

なくとも本遺跡の他の地区と比較しても、突出した在り方を見せている。

　中地区　中地区は、３ブロックのやや西よりの88〜90区付近にある川（川４）と４ブロックの西端の

川（川５）に挟まれた集落域と川４の東側と市道の間の地区から構成される。東側地区では、市道付近

の礫層の盛り上がり部分と、川４の東岸の高まりの間に緩やかな谷状地形があり、その中に完形に近い

ものも含む多量の遺物がまとまって出土した。また、川岸の高まりでは、弥生時代中期と考えられる住

居跡の一部も存在しており、この東部分にも別な集落が存在する可能性も否定できないが、今回の調査

区内では明確にしえなかった。

　川に挟まれた集落域は、３地区の中で最も遺構密度が高く、遺物量も多い。平地式住居が多い傾向が

第１節　遺跡の概要



―10―

あり、特にSI25は、周辺の溝状土坑の外周で見ると、直径は25ｍ近くにもなり、遺物も土坑を中心に多

量に出土し、中心的な位置を占める存在となっている。

　玉製作関連遺物は、住居跡周辺で少量出土するものの、特定の場所に集中するような傾向はあまり認

められない。しかし、SI25の東外周土坑の外側で、荒割された緑色凝灰岩未製品が集積された状態で出

土している。

　西に位置する川５は、比較的木製品が多く含まれていたが、剣形木製品など実用品よりは祭祀具的な

物が多い傾向がある。また、川の肩部では、小型台付き壺が完形で川に向かって倒れ込んだ形で出土し、

その内部からは、墨を作る際に使用するような純粋な煤がほぼ当時のまま遺されていた。口縁部には２

個１対の穿孔があり、木製の蓋で閉じられていた可能性が高い。

　西地区　西地区は、川５から西の終端までであるが、川に近い部分のブロック５付近と、ブロック６

の南側部分では明らかな違いがある。前者は、他の地区と同様に弥生時代後期の集落であり、その南を

東西に流れる溝（SD1134）で区切られる。集落の南端と考えられ、北側にその中心があると推定できる。

一方ブロック６の方は、南端に大型で焼失痕を有する平地式住居SI45が位置し、柱の無い隅丸長方形の

竪穴住居が２棟（SI46・47）、隅丸方形の竪穴住居（SI48）１棟の他、SI45の下層から小型の平地式住

居（SI49）を検出した。出土した遺物から、中期後半〜後期前半と考えられ、他の地区よりも若干古い

時期の集落がこの地区に存在する可能性が高い。

　玉作関連遺物は、住居跡周辺で少量出土しているに過ぎず、極めて希薄な状況で、それが中心的な存

在でないことを示していた。

　３　古墳時代
　前期の遺構・遺物は、東地区に偏っている。竪穴住居が１棟と遺物が多量に入った土坑２基が目立つ

以外は、明確な形で集落の特徴を捉えられる状況にはなかった

　中期、後期に関しては、遺物はほとんど出土せず、集落が存在していた可能性はほとんどない。しか

しながら、６世紀代後半の遺物が若干出土する層から水田跡がほぼ全域に渡って検出され、同時期は水

田として一帯が利用されていたことが判明した。時期の確定には、遺物量があまりにも少ないため断定

はできないが、弥生〜古墳前期の包含層の上面であること、その上の洪水砂（第Ⅴ層）上面で古代の須

恵器が出土することなどから考えて、６〜７世紀頃の水田と考えた。水田の表面には、２・３ブロック

で馬の蹄跡、６ブロックで人間の足跡を多数検出した。水田を洪水砂が覆ったおかげで、良好な形で検

出することができた。

　また、中地区川４東側谷部分の水田面直下層で、３条の溝が谷に平行して検出された。遺物は出土し

ていないが、層位から古墳時代前期〜中期頃と考えられ、埋土の大半が砂である点などから、排水では

なく灌漑用の水路であった可能性が高い。

　４　中世
　遺構は全体に薄く拡がっている。遺構が多いのは１・２ブロックで、掘立柱建物６棟、井戸４基、畝

状遺構１ヶ所など、主な遺構が集中する。遺物は４ブロックで多く、カワラケを中心に包含層中にやや

多くの遺物が含まれていた。また、同ブロックでは、縦板横組みで内部に砂利を詰め、底に曲げ物を持

つ井戸が１基検出されている。他の遺構は、大半が溝であり、その多くは耕作に伴うと考えられる浅い

ものであり、農村集落の一部であると考えられる。
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　第４図　グリッド配置図（S＝1/2,000）
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　第２節　グリッド設定と標準土層
　１　グリッド設定（第４図）　
　道路予定地内の北側を基準に、平行する形で５ｍメッシュにグリッドを設定し、北からアルファベッ

トのＡ〜Ｗ区、東側から１〜154区という形で地区名を表わした。北端の杭は調査区の境に当たるため、

調査の中では、内側に１ｍ入ったラインで杭を打って調査を行った。よって、図面等でＡラインの杭が

出ている場合は、この杭列を示している。

　２　標準土層（第５図）　
　調査区域の延長が約860ｍにも及ぶため、各地区で必ずしも土層が一致する訳ではないが、比較的対

応関係が明確である。表土は除去後で、その直下の層から層位である。

　Ⅰ・Ⅱ層は東側の一部のみでしか見られず、大半が削平されている。Ⅱ層は近世の遺構面と考えられ、

やや黄褐色の砂質土で、調査区外の表土直下面では遺構と思われるシミを確認している。Ⅲ・Ⅳ層は中

世の包含層で、下層ほど色調が暗くなる。Ⅴ層は黄褐色砂質で、洪水砂の堆積層である。遺物はほとん

ど含まない。一部を除き20〜60㎝の堆積が認められ、上面は中世の遺構確認面である。Ⅵ層は、シルト

質の灰黄色の土に黒色土が微量混入する水田面を覆う土で、当時の耕作土の名残と考えられ、遺物はほ

とんど含まない。Ⅶ層は黒色土で、上面が水田面である。遺物は、土師器や弥生土器の小片が含まれて

いるが量は少ない。古墳時代前期の包含層と捉えることが可能だが、この時期の遺構が少ないことのあ

り、包含層を形成するのには至っていない。Ⅷ層は、弥生時代の包含層で、黒〜暗褐色を呈し、Ⅶ層よ

りはむしろやや明るい。さらに、上層はやや暗いⅧ１層、下層はやや明るいⅧ２層に二分でき、遺物は

後者が多く、破片も大きい。Ⅸ層は鈍い黄褐色土で、地山である黄褐色砂質土（Ⅹ層）への漸移層的な

色彩が強い。遺物は少ないが、縄文時代の遺物はこの層に含まれる場合が多い。弥生時代の遺構確認面

はⅨ〜Ⅹ層の上面であるが、本来の生活面はⅧ層中にあるものと考えられる。
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